令和３年度　算数科　授業改善推進プラン
大田区立大森東小学校

１　昨年度の授業改善推進プランの検証

（１）　成果

　・学習したことを宿題やタブレットで反復練習させたことで、計算の定着が図れた。
　・児童同士でノートを見る活動を取り入れ、考えを深めたり広げたりすることができた。
（２）　課題

　・ノートを見合うことはできたが、感染症対策のため活動に制限があり、児童同士での対話が十分に行えなかった。
２　大田区学習効果測定の結果分析

（１）　達成率（経年比較）△目標値を上回っているポイント▼目標値を下回っているポイント
	　　　　　
	令和３年度結果
	令和２年度結果
	令和元年度結果

	第４学年
	知識・技能　△８．０

思考・判断　△９．０

主体的な態度△４．９
	
	

	第５学年
	知識・技能　▼　８．７

思考・判断　▼１７．９
主体的な態度▼２０．５
	（第４学年時）
関心意欲態度▼５．２

数学的思考　▼９．４

技能　　　　▼８．４

知識・理解　▼６．０
	

	第６学年
	知識・技能　　▼５．２
思考・判断　　▼３．６

主体的な態度　▼６．１


	（第５学年時）
関心意欲態度▼１１．８

数学的思考　▼　５．１

技能　　　　▼　５．８

知識・理解　▼１１．２
	（第４学年時）
関心意欲態度△１．２

数学的思考　▼３．５

技能　　　　▼２．２

知識・理解　△１．６


（２）　分析（観点別）
　①　中学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・四則の計算方法については、全て目標値を超えているため、おおむね理解ができていると言える。
・大きい数、小数、分数の意味や仕組みを十分理解していると言える。
	・文章問題の□を使って思考する場面を捉えたり、グラフの特徴や有用性を説明したりする問題は全国正答率より高い。

・活用問題での論述問題は目標値を下回っている。

	・身近にあるものの長さを推察して適切な単位を使う問題、身近にあるものの重さを推察する問題が目標値を下回っていた。測定における量感が十分に備わっていない。


②　高学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・整数を奇数や偶数で捉えること、位取り記数法などについての数の知識は理解ができている。
・分数や小数の計算方法の理解が十分ではない。
	・場面から立式を行ったり、式から場面を読み取ったりする力が昨年度より身に付いてきている。
・割合などで、単位をそろえて比べる問題で、どのようにそろえているか、比べるかという知識の活用が不十分である。


	・記述式を後回しにしてしまい、時間の配分がうまくいかず、最後の問題の無回答が多かった。
・途中式や何を求めているのかを記さないため、計算忘れがあったり、違う式になってしまったりしていることが多い。


３　授業改善のポイント（観点別）
（１）低学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・たし算ひき算かけ算の基礎計算力を維持するために、東っ子タイムや補習の時間に反復練習させる。


	・具体物、図や絵など、発達段階に応じて、教材教具を工夫し、児童が計算の意味を考えることができるようにする。
	・ブロックなどの具体物を用いて、操作活動を充実させる。体験的活動を重視しながら学習を進め、意欲を高めさせる。


（２）中学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・かけ算わり算の基礎計算力を高めるために、宿題等で反復練習させる。
・復習の時間を設けて、意味を児童に説明させながら確認する場を設ける。
	・全員が自分の考えを、ペアやグループに説明する場面を多く設けて、説明することに慣れさせて、苦手意識を減らしていく。
	・算数の授業だけではなく、生活の中で、量感を高められるように身近な単位や、「どれくらい？」と声をかけ、量感を表すようにしていく。


（３）高学年

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・授業の始めに四則計算の適応問題を解く時間を設定し、学習したことを反復させることによって理解の深まりと定着を図っていく。
	・問題解決のときに、どんな知識が使えるか、見通しをもたせる活動に重点を置く。児童が既習の知識と結び付けて考えられるようにする。
	・児童が簡単と感じられる記述式の問題を解く場を多く設け、どのように記述式問題を解けばよいのかの理解を深め、苦手意識を減らし自信を付けさせていく。


